

































































































































どもと、家庭・地域・学校 ・自然環境 ・歴史・文化 ・
産業など、多種多様なファクターを包括し、連携させ
るツール(施策)が必要です。
4.キャリア教育支援事業「仕事人と語ろう!J 
について
地域社会を構成する様々なファクターを連携させ
る手法の一つに、平成15年度以降、神戸のNPO法
人キャリア&ライフサポートセンターが実施している
「仕事人と語ろう!Jというキャリア教育支援事業があ
ります。
「仕事人と語ろうリとは、様々なジャンルの“仕事
人"と称する職業人を学校や公民館等に招き、 仕事を
していく上での厳しさや楽しさなどを本音で、語っても
らうという職業人の出前授業です。多種多様な “仕事
人"から提供される本音の職業講話を親子で聞くとと
によって、子ども達には幅広い職業観が養われること
が期待できますし、家庭や地域においては、 「仕事」
をテーマにした対話によって、コミ ュニケーションの
活性化が期待できるものです。
また、地域で活躍する“仕事人"の講話を聞くこと
によって、「仕事Jを通して、地域を見る目・考える
力が養われることになり、地域の人々に役立つ仕事
や、自分自身が地域で生活していくことの意義につい
て考えるきっかけとなります。
「仕事人と語ろうリは、このような効用により、 子
ども達を取り巻く社会環境の健全化に寄与する取り組
みであると考えられます。
5.おわりにー今後の展開についてー
キャリア教育支援事業 「仕事人と語ろう!Jは、 筆
者がリーダーを務める“おうみ未来塾 「仕事人と語ろ
うリグループ"と、滋賀県教育委員会事務局と県内
学校の担当教員の連携・協働により取り組む事業で
あり、 実施対象は主に滋賀県内の小中学校となってい
ます。当グループでは、グループが発足した2010年
度以降の4年間で、延べ27小中学校(大津、彦根、草
津、守山、野洲、長浜、高島、湖南、甲賀の9市及び
県立を含む公立の小中学校)、2公民館(米原、長浜)
で実施しており、年々要望件数 ・実施件数が増えてい
ます。今後も滋賀県教育委員会事務局からの依頼や県
内の学校からの直接依頼があれば、学校担当者と打ち
合わせを行い、児童 ・生徒や主催者の希望に合わせ
たコーディネート(仕事人の人数、職種、 会場設定な
ど)を行っていきます。
また、2011年3月11日に発生した東日本大震災では、
太平洋沿岸地域住民の生活基盤、教育基盤、産業基
盤が壊滅的なダメージを受けました。当該事業は、も
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ともと阪神大震災後の神戸市で立ち上げられたNPO
ライフ&キャリアサポートセンターにより、平成15年
度以降、 取り組まれてきた施策であり、そもそも、震
災により崩壊した地域コミ ュニティーや地域住民のメ
ンタル面、地域の将来を担う子ども達の夢をサポート
する“まちづくり事業"として始められたものです。
東北地域のハード復興(生活基盤等の復興)が一段
落する時期を見計らい、震災以前の地域活力を蘇らせ
るためのツールとして、東北各地において「仕事人と
語ろうリが活用され、住民の方々の内的復興に役立
てていかれるととを期待したいと思います。
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